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緊急申入れ
　

今
回
の
申
入
れ
で
は
、
と
り

わ
け
次
の
点
に
つ
い
て
強
調
し

ま
し
た
。

夜
間・休
日
も
原
則
、

冷
房
運
転
せ
よ

　

こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
含

め
、
多
く
の
職
員
が
時
間
外
勤

務
や
休
日
出
勤
も
行
っ
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
真
夏

日
、
猛
暑
日
も
続
い
て
お
り
、

職
員
の
健
康
を
守
る
た
め
、
土

日
、
夜
間
も
原
則
と
し
て
冷
房

府
民
の
命
と
健
康
を
守
る
に

相
応
し
い
職
員
体
制
を

　

コ
ロ
ナ
対
策
下
の
も
と
、
予

測
し
て
い
な
い
コ
ロ
ナ
の
拡
大

と
部
局
を
超
え
た
応
援
体
制
、

業
務
の
見
直
し
等
が
進
め
ら
れ

る
中
に
あ
っ
て
、
今
年
度
も
例

年
ど
お
り
の
人
事
評
価
を
実
施

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
半
数

を
超
え
る
職
員
が
「
実
施
す
べ

き
で
な
い
」
と
答
え
、「
実
施

す
べ
き
」
は
14
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
⑧
）。
健

康
医
療
部
に
限
っ
て
み
る
と

「
実
施
す
べ
き
で
な
い
」
は
65

グラフ①　仕事量は増えたか

グラフ⑤　代休が取得できたか

グラフ⑨　住民投票は実施
　　　　　すべきかどうか

グラフ⑧　今年度の評価制度は
　　実施すべきか

グラフ④　４～５月に休日出勤したか

グラフ②　時間外勤務手当を全て
申請したかグラフ③　全て申請できなかった理由

グラフ⑩　事務事業の見直しにおいて重視すべきことは何か

も
緊
急
に
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
業
務
実
態
を
把
握
せ

ず
に
、
上
司
が
一
方
的
に
「
時

間
外
勤
務
を
減
ら
せ
」
と
言
う

こ
と
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
不
足
で

あ
り
、
パ
ワ
ハ
ラ
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。
職
員
の
士
気
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
周
知
徹
底
す
べ
き
。

府
庁
一
丸
と
な
っ
た
応
援
体
制

は
業
務
量
減
と
セ
ッ
ト
で

　

こ
の
間
、
異
動
や
応
援
で
人

％
、「
実
施
す
べ
き
」
は
６
％

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
間
の
コ

ロ
ナ
対
策
で
多
忙
化
し
て
い
る

職
員
の
負
担
軽
減
を
少
し
で
も

考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ー
ト
の
作
成
や
評
価
面

談
等
の
負
担
を
強
い
る
人
事
評

価
を
中
止
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
11
月
１
日
に
予
定
さ

れ
て
い
る
「
大
阪
市
廃
止
・
特

別
区
設
置
（
い
わ
ゆ
る
大
阪
都

構
想
）」
の
是
非
を
問
う
住
民

投
票
に
つ
い
て
は
「
予
定
通
り

　

拡
大
し
続
け
る
コ
ロ
ナ
対
策
の
も
と
、
業
務
の
見
直
し
、
応
援
体
制
や
在
宅
勤
務
な
ど
、
緊
急
の
対

応
が
迫
ら
れ
る
一
方
で
、
多
忙
を
極
め
る
職
場
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
阪
府
は
９
月
議
会

に
向
け
て
「
事
務
事
業
の
見
直
し
（
案
）」
の
成
案
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
「
コ
ロ
ナ
対
策
や
応
援

の
仕
事
は
増
え
て
も
、
本
来
業
務
は
減
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
府
職
労
で
は
今
後
の
府
政
の
あ
り
方
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
労
働
条

件
等
に
つ
い
て
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
組
み
ま
し
た
（
６
月
17
日
～
７
月
10
日
）。
全
体
で
６
８
３

人
の
回
答
（
本
庁
28
％
／
出
先
機
関
72
％
）
が
あ
り
ま
し
た
。

申
請
で
き
て
い
な
い
」
と
回
答

し
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
②
）。

　

そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
「
短

時
間
な
の
で
申
請
し
て
い
な

い
」
が
55
％
と
最
も
多
く
、

「
忙
し
す
ぎ
て
申
請
を
忘
れ
て

い
た
（
９
％
）」
と
い
う
実
態

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
上
限

規
制
が
あ
る
の
で
申
請
し
づ
ら

い
（
８
％
）」「
同
僚
や
上
司
が

申
請
し
て
い
な
い
の
で
（
７

％
）」「
上
司
に
申
請
す
る
な
と

医
療
機
関
と
保
健
所
の
体
制
・
機
能
強
化
、

職
員
増
で
命
と
健
康
を
守
る
府
政
を

非
常
時
に
対
応

で
き
る
職
員
増
を

　

い
ま
、
人
が
足
り
な
い
の
は

明
ら
か
で
あ
り
、「
災
害
時
に

も
対
応
で
き
る
人
員
を
」
と
い

う
要
求
を
聞
き
入
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
に
大
き
な
原
因
が
あ

る
。
通
常
時
で
も
恒
常
的
な
時

間
外
勤
務
が
生
じ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
放
置
し

続
け
て
き
た
こ
と
が
問
題
で
あ

る
。
今
回
の
よ
う
な
感
染
症
の

蔓
延
や
災
害
時
に
職
員
が
マ
ン

パ
ワ
ー
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

人
員
増
を
行
う
べ
き
。

　

府
職
労
は
引
き
続
き
、
職
場

か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
に
も
と
づ

き
、
職
場
環
境
の
改
善
、
労
働

条
件
の
向
上
を
め
ざ
し
、
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　

み
ん
な
が
労
働
組
合
に
加
入

し
、
働
き
や
す
い
職
場
、
安
心

し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

１．職員の安全確保に全力を尽くすこと。職場内での
感染拡大を防止するため、必要な対策（窓口の仕
切り板の設置、アルコール消毒液の支給、個人防
護具の確保等）に必要な予算措置を行うこと。

　　また、子ども家庭センター内の相談室等、換気設
備のない相談室や会議室の換気対策を行うこと。

２．コロナ対策業務で夜間・休日に業務をしている職
員の熱中症対策と健康管理の観点から夜間・休日
も冷房運転を行い、それに伴う必要な予算措置を
行うこと。

３．引き続き、職員の時間外勤務実態を公表するとと
もに、過重労働対策（メンタルヘルス対策を含む）
を強化すること。コロナ対策下にあってもオンラ
イン等も活用するなど、引き続き、安全衛生委員
会等の開催等の努力を行うこと。

４．コロナ感染防止の観点から通勤混雑緩和を軽減す
るための必要な措置を継続・拡充（マイカー通勤
の緩和等）すること。また、非常勤職員の在宅勤
務についても柔軟に対応すること。また、在宅勤
務にあたっては、必要な業務量等の見直しを行う
こと。

５．コロナ対策による多忙職場への応援体制を継続・
強化し、職員の負担軽減をはかること。ただし、
応援や人事異動により人を出す職場の業務量の見
直し（業務量の縮減）を行うこと。

６．感染症の蔓延や災害時などの緊急時であっても、
府民の命と健康、安全・安心、くらしと経済を支
える体制を確立するため、その場しのぎの民間委
託や非常勤雇用、派遣労働者での対応、応援体制
ではなく、抜本的・計画的な職員定数増を行うこ
と。

（１）保健師、ケースワーカー等の専門職の欠員補充

を直ちに行うとともに、臨時的任用職員等の採
用を行うこと。

（２）一時保護所の定員・体制強化を行うこと。
（３）休業要請支援金や休業要請外支援金等に関する

業務については、応援体制ではなく担当部署の
体制強化をはかること。

（４）大阪市の廃止・特別区設置の是非を問う住民投
票を中止し、副首都推進局の人員をコロナ対策
に充てること。

７．時間外勤務手当を適正に支給するとともに、業務
量が増えているもとで「時間外勤務を減らせ」等
のパワハラ発言を行うことがないよう周知徹底す
ること。

　　また、休日出勤した場合、代休取得が原則である
が、取得が困難な場合は、時間外勤務手当の支給
を適切に行うこと。

　
８．応援に行った場合の交通費や在宅勤務時の経費
（印刷代、電話代等）負担等、職員個人の負担を
解消すること。

９．職員や家族のコロナ感染の疑いが生じたときや学
校・保育園・学童保育等の休止等における職務専
念義務対応を継続すること。加えて、介護施設等
の休止・利用自粛要請等により、職員が介護しな
ければならなくなった場合の職務専念義務免除を
認めること。

　　また、全ての職員が夏期休暇を取得できるように
柔軟に対応すること。結婚休暇の取得期間につい
ても柔軟に対応すること。

10．多忙職場への応援や年度途中の人事異動等、異例
の事態が続いているもと、不急の業務を見直す観
点からも今年度の人事評価制度については中止す
ること。

組合加入は　
こちらから⬇

新型コロナウイルス感染症対策の継続・強化と
職員の安全・健康を守るために全力を尽くすことを求める申入れ書

大阪府知事　吉村　洋文　様
大阪府職員労働組合　執行委員長　小松　康則

2020年８月７日

約
４
割「
仕
事
増
え
た
」、

３
割
が「
時
間
外
勤
務
手
当
を

全
て
申
請
で
き
て
い
な
い
」

コ
ロ
ナ
対
策
や
応
援
対
応
、

在
宅
勤
務
で
業
務
量
増

休
日
出
勤
４
割
、

「
代
休
取
得
で
き
な
い
」

約
半
数
が「
在
宅
勤
務
」を
実
施

課
題
は
多
い

今
年
度
の
評
価
制
度
、

住
民
投
票
は「
す
べ
き
で
な
い
」

「
医
療
・
保
健
所
強
化
と
職
員
増
」が

職
員
多
数
の
声

　

大
阪
府
は
「
本
来
業
務
を
縮

小
・
休
止
し
て
コ
ロ
ナ
対
策

を
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
対
策
下
（
４
月
～
５
月
）

の
仕
事
に
つ
い
て
は
、
約
４
割

が
「
仕
事
量
は
増
え
た
」
と
答

え
、「
減
っ
た
」
は
９
％
の
み

と
な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ

①
）。

　

時
間
外
勤
務
も
全
庁
的
に
増

加
傾
向
に
あ
る
も
と
、
約
３
割

が
「
時
間
外
勤
務
手
当
を
全
て

　

増
え
た
仕
事
量
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
最
前
線
の
健
康
医
療
部

や
政
策
企
画
部
（
危
機
管
理

室
）
で
は
、
相
談
業
務
や
検
体

採
取
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
対

応
、
療
養
ホ
テ
ル
対
応
な
ど
、

コ
ロ
ナ
関
連
の
事
務
処
理
な
ど

の
業
務
が
圧
倒
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。
商
工
労
働
部
で
は
、
休

業
要
請
支
援
金
に
関
わ
る
業
務

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
部
局
で

　

コ
ロ
ナ
対
策
業
務
が
多
忙
と

な
る
も
と
、
４
月
～
５
月
に
休

日
出
勤
し
た
職
員
は
約
４
割
と

な
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
④
）。

　

そ
の
う
ち
６
割
の
職
員
は
代

休
を
取
得
し
て
い
ま
す
が
、「
取

得
で
き
な
い
た
め
時
間
外
勤
務

　

コ
ロ
ナ
拡
大
に
よ
り
、
感
染

防
止
の
観
点
か
ら
「
在
宅
勤
務

の
拡
充
」
が
提
案
さ
れ
、
全
職

員
を
在
宅
勤
務
の
対
象
と
し
、

私
物
の
端
末
機
の
利
用
を
可
能

と
す
る
な
ど
、
各
職
場
で
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
約
半
数
が
在
宅

勤
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
（
グ

ラ
フ
⑥
）。
し
か
し
、
在
宅
勤

務
を
す
る
う
え
で
の
課
題
や
問

題
点
を
指
摘
す
る
声
も
多
く
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は

「
庁
内
シ
ス
テ
ム
に
ア
ク
セ
ス

で
き
な
い
」「
共
有
フ
ォ
ル
ダ

や
メ
ー
ル
が
確
認
で
き
な
い
」

は
、
応
援
対
応
に
よ
る
フ
ォ
ロ

ー
、
在
宅
勤
務
に
よ
る
本
来
業

務
の
多
忙
化
、
コ
ロ
ナ
に
よ
る

業
務
見
直
し
等
に
よ
り
、
業
務

量
が
増
加
し
て
い
る
と
の
回
答

が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
府
税
で
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る

徴
収
猶
予
業
務
、
教
育
庁
で
は

学
校
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
か
か
わ

る
業
務
（
非
常
勤
職
員
雇
用

等
）
な
ど
の
回
答
も
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

手
当
を
申
請
」が
３
割
、「
取
得

で
き
な
い
」も
４
％
と
な
っ
て
お

り（
グ
ラ
フ
⑤
）、代
休
の
完
全

取
得
と
あ
わ
せ
て
、
取
得
が
困

難
な
場
合
は
時
間
外
勤
務
手
当

を
支
給
す
る
等
の
柔
軟
か
つ
適

切
な
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

「
ネ
ッ
ト
環
境
が
不
十
分
」
等

の
自
宅
で
の
利
用
環
境
の
問
題

を
指
摘
す
る
声
と
あ
わ
せ
て
、

「
資
料
が
持
ち
出
せ
な
い
」

「
相
談
・
折
衝
業
務
が
で
き
な

い
」
等
、
業
務
そ
の
も
の
が
在

宅
勤
務
に
な
じ
ま
な
い
と
の
意

見
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
在
宅
勤
務
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
出
勤
日
が
多
忙

に
な
る
と
い
う
実
態
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
情
報
漏
洩
や
Ｐ

Ｃ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
問
題
等

の
懸
念
や
電
話
代
、
印
刷
代
等

の
費
用
の
問
題
も
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
多
い
人
で
は
、
職
場
等

と
の
連
絡
の
た
め
の
電
話
代
が

「
１
万
円
を
超
え
た
」
と
い
う

人
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
行
の
制
度
で
は
柔

軟
性
が
な
く
、「
在
宅
勤
務
の

希
望
が
認
め
ら
れ
な
い
」「
在

宅
勤
務
の
必
要
性
を
細
か
く
聞

か
れ
る
の
で
や
り
づ
ら
い
」

「
時
間
外
勤
務
手
当
が
申
請
し

づ
ら
い
」「
家
族
や
子
ど
も
が

い
る
と
仕
事
し
づ
ら
い
」
な
ど

の
声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
勤
務
が
「
働
き
方
改

革
」（
長
時
間
労
働
の
解
消
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
等
）

に
有
効
と
感
じ
る
か
ど
う
か
と

の
質
問
に
対
し
て
は
「
感
じ

る
、
ま
ぁ
ま
ぁ
感
じ
る
」
が
約

半
数
、「
感
じ
な
い
、
あ
ま
り

感
じ
な
い
」
が
約
３
割
、「
よ

く
わ
か
ら
な
い
」
が
約
２
割
と

わ
か
れ
て
お
り
（
グ
ラ
フ

⑦
）、
今
後
の
在
宅
勤
務
の
拡

充
・
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
問

題
点
の
解
消
に
向
け
た
十
分
な

意
見
集
約
と
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
す
。

実
施
す
べ
き
」
は
12
％
に
と
ど

ま
り
、「
延
期
す
べ
き
、
実
施

す
べ
き
で
な
い
」
は
62
％
と
な

っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
⑨
）。

さ
ら
な
る
感
染
拡
大
も
懸
念
さ

れ
、
先
の
見
通
し
も
立
た
な
い

も
と
、
職
場
や
住
民
を
混
乱
さ

せ
る
住
民
投
票
は
い
っ
た
ん
中

　

大
阪
府
が
公
表
し
た
「
令
和

２
年
度
事
務
事
業
の
見
直
し
に

した
39％
した
39％していない

61％
していない
61％

実施すべき
14％
実施すべき
14％

実施すべきでない
52％
実施すべきでない
52％

よくわからない
34％
よくわからない
34％

在宅勤務した
47％
在宅勤務した
47％

健康医療部を除くと
54％
健康医療部を除くと
54％

在宅勤務
していない
53％

在宅勤務
していない
53％

変わらない
34％
変わらない
34％

よくわからない
12％
よくわからない
12％

増えた
45％
増えた
45％

減った
９％
減った
９％

取得した
61％
取得した
61％

まだだが取得できる
５％
まだだが取得できる
５％

取得できない
４％
取得できない
４％

時間外手当
を申請
30％

時間外手当
を申請
30％

予定どおり実施
12％
予定どおり実施
12％

延期すべき
24％
延期すべき
24％実施すべき

でない
38％

実施すべき
でない
38％

よくわからない
26％
よくわからない
26％

延期すべき＋実施すべきでない
＝62％
延期すべき＋実施すべきでない
＝62％

感じる
21％
感じる
21％

まあまあ
感じる
29％

まあまあ
感じる
29％

よくわからない
20％
よくわからない
20％

感じない
13％
感じない
13％

あまり感じない
17％
あまり感じない
17％

申請していない
29％
申請していない
29％

時間外していない
15％
時間外していない
15％

全て申請
56％
全て申請
56％

同僚や上司が
申請しない
７％

同僚や上司が
申請しない
７％

上限規制が
あるので
８％

上限規制が
あるので
８％

上司に申請するな
と言われる
３％

上司に申請するな
と言われる
３％

忙しすぎて
申請忘れ
9％

忙しすぎて
申請忘れ
9％

短時間なので
55％
短時間なので
55％

その他
18％
その他
18％

い
う
主
旨
の
こ
と
を
言
わ
れ
た

（
３
％
）」
と
の
回
答
も
あ
り

（
グ
ラ
フ
③
）、
あ
ら
た
め
て

「
適
正
な
勤
務
時
間
管
理
」
の

周
知
・
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

８
月
７
日
、
府
職
労
は
府
当

局
に
対
し
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
継
続
・
強

化
と
職
員
の
安
全
・
健
康
を
守

る
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と

を
求
め
る
申
入
れ
」
を
行
い
ま

し
た
。
感
染
症
の
蔓
延
や
災
害

時
で
あ
っ
て
も
、
府
民
の
命
と

健
康
、
安
全
・
安
心
、
く
ら
し

と
経
済
を
支
え
る
に
相
応
し
い

職
員
体
制
の
確
立
と
併
せ
て
、

10
項
目
に
つ
い
て
申
入
れ
ま
し

た
（
下
記
囲
み
参
照
）。

職員の安全・健康を
守るために全力を尽くす
ことを求め

運
転
を
行
い
、
必
要
な
予
算
措

置
も
行
う
べ
き
。

特
別
な
過
重
労
働

対
策
を

　

職
員
の
過
重
労
働
対
策
に
つ

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
非

常
事
態
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
職
員
の
健
康
を
最
優
先
に

考
え
、
長
時
間
勤
務
の
続
い
て

い
る
職
員
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー

代
の
支
給
、
宿
泊
場
所
の
確
保

等
、
特
別
の
措
置
を
行
う
こ
と

を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
府
庁
一
丸
と
な
っ
て
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

思
い
で
送
り
出
し
て
い
る
。
し

か
し
、
実
際
に
は
業
務
量
は
減

ら
ず
、
送
り
出
す
ほ
う
も
限
界

と
い
う
状
態
に
な
り
つ
つ
あ

る
。

　

当
初
、
大
阪
府
も
打
ち
出
し

て
い
た
よ
う
に
、
業
務
量
削
減

と
セ
ッ
ト
で
行
う
べ
き
。

止
し
、
府
民
の
命
と
健
康
を
守

り
、
く
ら
し
を
立
て
直
す
コ
ロ

ナ
対
策
に
全
力
を
尽
く
す
べ
き

で
す
。

つ
い
て
」
に
つ
い
て
、
重
視
す

べ
き
と
考
え
る
こ
と
に
対
す
る

質
問
（
複
回
答
可
）
で
は
、

「
医
療
機
関
へ
の
予
算
措
置
」

57
％
、「
保
健
所
機
能
と
体
制

強
化
」
56
％
、「
職
員
数
管
理

目
標
の
見
直
し
（
職
員
定
数

増
）」
47
％
と
続
き
、

医
療
機
関
や
保
健
所
の

体
制
・
機
能
の
強
化
と

職
員
増
が
多
く
の
職
員

の
声
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す

（
グ
ラ
フ
⑩
）。

　

府
職
労
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
も
と
に
、

過
重
労
働
対
策
、
実
効

あ
る
業
務
見
直
し
、
在

宅
勤
務
の
問
題
点
の
解

消
、
人
事
評
価
制
度
の

中
止
等
を
求
め
る
と
と

も
に
、「
令
和
２
年
度

事
務
事
業
の
見
直
し
に

つ
い
て
」
に
も
明
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
を
防
止
し
、
府
民

の
い
の
ち
を
守
り
、
く

ら
し
と
経
済
活
動
を
支

え
る
」
た
め
に
引
き
続

き
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

職員アンケート結果

新型コロナウイルス
感染症対策における

医療機関への予算措置医療機関への予算措置 57%57%
56%56%

47%47%
40%40%

37%37%
31%31%
29%29%

26%26%
25%25%
25%25%
24%24%
24%24%

18%18%
3%3%

保健所機能と体制強化保健所機能と体制強化
職員数管理目標の見直し職員数管理目標の見直し

収入減の労働者への所得補償収入減の労働者への所得補償
失業者への支援金給付失業者への支援金給付

自営業・中小企業への支援金給付拡大自営業・中小企業への支援金給付拡大
教育環境の整備教育環境の整備

健康安全基盤研究所への予算措置健康安全基盤研究所への予算措置
勤務時間の短縮勤務時間の短縮
時差通勤の拡大時差通勤の拡大
在宅勤務の拡大在宅勤務の拡大

自営業・中小企業への貸付制度の拡充自営業・中小企業への貸付制度の拡充
少人数学級の実現少人数学級の実現

その他その他
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グラフ⑦　�在宅勤務は「働き方改革」
　　に有効と感じるか

グラフ⑥　４～５月に在宅勤務したか
　


